









藤 原 素 子
北翔大学人間福祉研究 第１８号 ２０１５年（最終号）
４年制大学における介護福祉士養成１７年を振り返って
藤 原 素 子※













































































































































































































































































































昭和６３年４月 平成元年４月 ２年４月 ３年４月 ４年４月 ５年４月 ６年４月
養成施設数 ２４ ７４ ９９ １１５ １３１ １４２ １５６
課 程 数 ２５ ７６ １０１ １１９ １３７ １５１ １６９
入 学 定 員 １，２３８ ３，６５７ ４，８０７ ５，７２７ ６，６８８ ７，８２６ ９，１５２
７年４月 ８年４月 ９年４月 １０年４月 １１年４月 １２年４月 １３年４月
養成施設数 １７５ ２１４ ２５３ ２９０ ３２２ ３３９ ３５４
課 程 数 １９４ ２４２ ２９１ ３３３ ３６９ ３９０ ４０９
入 学 定 員 １０，７９３ １３，９３６ １７，０５６ １９，７０６ ２１，６７６ ２２，８８６ ２４，０６９
１４年４月 １５年４月 １６年４月 １７年４月 １８年４月 １９年４月 ２０年４月
養成施設数 ３７８ ３８４ ３８９ ４０２ ４０９ ４２３ ４３４
課 程 数 ４４７ ４５９ ４６５ ４７８ ４８７ ５００ ５０７
入 学 定 員 ２５，６９９ ２６，１２２ ２６，３６６ ２６，８１０ ２７，１０５ ２６，６７８ ２５，４０７
２１年４月 ２２年４月 ２３年４月
養成施設数 ４２２ ３９６ ３８３
課 程 数 ４８７ ４５１ ４３１

































































































































































































8 人間福祉研究 第１８号 ２０１５
の人に伝えていくことが重要と考える。実際
にその能力を有し、活動している介護福祉士
が多く存在するのである。４年制大学の役割
として、介護実践を論拠に介護福祉学の構築
を進めていくことであろう。
介護福祉士養成校への入学生の減少を、カ
リキュラムの変更等と関連付けて述べてきた
が、実際は国の制度設計が大きく影響してい
る。２００６年に介護報酬の引き下げが２度にわ
たって行われ、それによって介護職離れが加
速したと言われている。社会保障費の抑制が
もたらした影響は大きい。様々な対策がなさ
れ、かろうじて介護職の報酬の改善がされて
きたが、２０１５年度に９年ぶりに介護報酬の引
き下げが行われることになった。介護職には
月額加算が認められるようであるが、事業所
の経営状況により楽観視はできない。介護福
祉士の意見が制度に反映されることも必要で
あろう。
介護福祉士が専門職として尊重され、自立
的に社会に見解を述べ、発信していく職業集
団になることが必要であろう。介護福祉士養
成を通し、素晴らしい介護福祉の実践者に出
会ってきたが、謙虚な方が多くなかなか社会
に伝わっていかない。４年制大学としては、
介護の実践過程を言語化し、理論化する役割
をまだまだ行っていかなければならない。
最後に、人間の存在する意義は自尊心にあ
ると考える。介護ケアの実践において人間の
尊厳を守ることが最も重視されることである。
介護福祉士養成の経過をたどると、発足時当
初は新たな専門職として期待と誇りを持って
資格取得を進めてきたが、２００８年のカリキュ
ラム変更では、国家試験受験資格要件の不均
衡さに介護福祉士養成校における教育の尊厳
が傷つけられることとなった。それでも優秀
な介護福祉士を育成しようと専門学校、４年
制大学とも努力を重ねている。活躍する卒業
生を多く送り出している介護福祉士養成校に
対し、その尊厳を守るべき介護福祉士制度が
構築されなければ、養成校への入学生の増加
は望めないであろう。
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